
　浅海増殖試験

アカナマコの生態調査

　　　小村治男

　　　　　　　　　　　　　　　　　は　　じ　　め　　に

　本県沿岸漁業の採貝漁業種として重要なナマコの漁獲量は，近年減少傾向にある。このナマコに

ついての資源増大対策は沿岸漁業振興にとってj改変課題の一つである。しかしマナマコのうちアオ

ナマコの栽培漁業技術についての研究はある程度進んでいるものの，市場価値の高いアカナマコの

知見は乏しい。このため，栽培漁業研究の基礎資料とするためアカナマコを調査の対象とした。

　本年度は，昨年度に引き続き，１）生息場生体調査，２）天然採苗試験，３）陸上水槽での自然

産卵生態調査，４）アカナマコの発生生態調査，を実施したので報告する。

材　料　と　方　法

１）生息場生態調査

　図Ｈこ示すアカナマコの好漁場であるハ東郡鹿島町大字片句ッヅラ湾において，月２回程度産卵

期前後の生態について潜水調査を実施した。調査水深は７～１（）ｍ付近で，１回当たり約30分の潜水

時間で調査した。

２）天然様苗試験

　昨年度に引き続き，図１に示したハ東都鹿島町大字片旬ツヅラ湾と（水深10～12,71），図２に示

す島根町加賀地先（水深9～11m）に，付着基質としてノリ網をいれたタマネギ袋を採苗器として

用い,３月９日，４月８日，５月12日にそれぞれ１基ずつ設置した。水深別の付着状況を見るため，

採菌器を水深２，３，４，５，６｡７にそれぞれ１個ずつ･吸下した。採苗器は９月16日及び９月17日

に全て回収し稚ナマコの有無，及び体長を測定した。

３）陸上水槽での自然産卵生態調査

　アカナマコの産卵期である４月上旬から６月下旬までの間の産卵生態及び自然産卵状況を見るた

め，ｆ成３年４月上旬に島根町多古地区で潜水により漁疸されたアカナマコ50個体（平均全体服450

タ〉を0.5t円形水槽にて飼育し，排水口に取付けたプランクトソネット中の卵と幼生の数，及び

飼育水温を毎朝計測した。飼育期間中，乾燥ワカメを与えた。

４）アカナマコの発生生態調査

　５月下旬に産卵した群の受精卵について発生生態を調査した。受精卵は0.5t円形水槽で止水飼

育し，毎日飼育水の１／２を精密濾過海水で換水した。変態期間中Chaetoceros　gracilis，

Pavlova　lutherを１：１に混合したものを投与した。
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図１ 生息場生態調査，天然採苗試験定点

天然採苗試験定点
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結　果　と　考　察

１)生息堀生態調査

　アカナマゴの生息数が多い鹿島町片旬ツヅラ湾は水深10a付近まで転石帯が続き，その沖は砂場

の割合が徐々に増加し水深20,77付近でほぽ砂場となっている。

　水深８・付近の生息数及び全体服組成の変化は表１，図３に示したとおりで，採集個体数はO～

90個，全体重は103～725yの範囲にあった。４月下旬から７月上旬まで５同調査を実施したが，４

月下旬から６月上旬にかけて，アカナマコが２～３個体／�程度蛸集しているところが多くあり，

産卵期に好環境生息場に集中することが伺われた。７月上旬では水深8 ,7t付近にはアカナマコは全

く見当らなかった。

　全体誼組成の変動を見ると，４月下旬のモードが200～3Doy，5月中旬のモードが300～400yと

上昇し，６月上旬のモードが400～500yと期間中最高になり，６月中旬のモードが200～300yと４

月下旬のレベルまで減少した。ことのことは昨年の調査で一部報じたように３月から５月にかけて

大きく成長し，６月上旬以降誕眠期に入ることが示唆された。又，昨年度の調査で報じた様に本県

のアカナマコの産卵期のピークは４月中旬から５月上旬と考えられることから，産卵後しばらく成

長を続けながら７月上旬ごろ深みの岩陰等へ移動し夏眠をするものと思われる。

　　　　　　　　　　表１　赤ナマコの片句地先漁場内での全体重組成の変動

月　　日 個　体　数 平均全体重（ｙ） 全体重範囲（タ） 標準偏差

４月下旬

５月中旬

６月上旬

６月中旬

90

58

55

27

345.0

384.0

370.4

310.6

103～590

145～725

110～695

103～590

119.6

127.8

110.5

119.6
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２）天然採苗試験

　天然採苗試験結果を表２，３，投入月別付着状況を図４，６，付着個体の体長組成を図５，７に

示した。加賀地先における天然推ナマコの付着状況は３月９日に設置した採苗器に74個体，４月８

日に設置した採苗■に９個体確認された。５月と６月に設置した採苗器には天然稚ナマコの付着は

確認出来なかった。投入月別付着状況をみると，３月９日に設置した採苗器では，水深３●に体長

3.3～13.211（平均体長7.01･）の稚ナマコが25個体と最も多く付着しており，次いで水深５・に体

長2.2～35.611（平均体長14.1s）の稚ナ々コが19個体。水深２ｍに体長3.8～10.3u（平均体長

6.81S）の稚ナマコが･14個体，水深４●に体長3.0～11.411（平均体長7.611）の碓ナマコが11個体。

水深６Ｓには体長4.6～8.911（平均体長6.4u）の稚ナマコが５個体付着していた。３月投入分全

体で見ると，体長2.2～35.6SI，平均体長8.811，モード5～1011（標準偏差5.2711）の稚ナマコが

付着していた。４月８日に設置した採苗器では，水深４ｍに体長3.1～6.3nCヽﾄﾞ均体長4.511）の

稚ナマコが４個体，水深２蹴に体長2.1～13.8s（平均体長6.911）の稚ナマコが３個体，水深４ｓ

に体長18.2uの檻ナマコが１個体，水深５ｓに体長3.111の稚ナマコが１個体付着していた。４月

投入分全体で見ると。体長2.1～18.2s，平均体長6.6u，モードｏ～５･･（標準偏差5.56s）の推

ナマコが付着していた。このことから加賀地区では３月上旬～５月上旬までの間に２回の産卵ピー

クがあったことが推測され，水深層別付j9状況ではいずれの月でも６・層でやや付着が少なかった

が２～５ｓ層では付着にあまり差がなく良好であった。

　片句ツヅラ湾における天然稚ナマコの付着状況は３月９日に,没置した採菌■に29個体，４月８日

に設置した採苗器に38個体。５月12日に,没置した採苗器に19個体確認された。６月に,没置した採苗

器には天然推ナマ=1の付着は確認出来なか･った。投入月別付着状況をみると，３月９日に,没ＲＬた

採苗器では，水深３ｓに体長6.3～7.311（平均体長6.8u）の推ナマコが14個体と最4,多くfヽ1一着Ｌ

ており，次いで水深４震に体長2.1～11.5u（平均体長5.9u）の稚ナ々コが８個体，水深５副こ体

長3.2～11.511（平均体長5.911）の推ナマコが５個体，水深２ｓに体長6.3～7.311（’F均体長6.8

11）の稚ナマコが２個体付j9していた。３月投入分全体で見ると，体長2.1～22.611，ヽ12均体長8.2

11，モード5～1011（標準偏差4.94s）の稚ナマコが付才?していた。４月8 11に,没ＲＬた採菌Ｓで

は，水深５ｍに体長2.1～2216－（平均体長7.711）の稚ナマコが15個体と最も多く付着Ｌており。

水深４・に体長2.1～6.6s･｡（平均体長5.111）の稚ナマコが10個体，水深２ｓに体長4.3u～14.2u

の稚ナマコが７個体，水深３ｓに体長3.2回～10.3s･の稚ナマコが６個体付着していた。４月投入

分全体で見ると，体長2.1～22.61屋，￥均体長7.111，モード5～1011（標il陥i差4.0811）の稚ナマ

コが付着していた。５月12白に設置した採苗器では，水深５・に体長6.8～M.5u（平均体長1（）,7

11）の稚ナマコが５個体，水深６ｍに体長3.8～8.3u（平均体長6.011）の推ナマコが５個体，水

深２撰に体長7.211～24.6皿の艦ナマコが４個体，水深３・に体長･1.811～12.411の稚ナマコが４個

体，水深４削こ体長5･?･Iの稚ナマコが１個体付着していた。５月役人分全体で見ると，体長3.8～

2･1.6U，平均体長8.711，モード5～10U（標準偏差4.9111）の檻ナマコが付着していた。
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　このことから片旬ツヅラ湾地区では各月の付着個体の体長組成がほぼ同様であることから、幼生

の浮遊期間を考慮すると産卵ピークは４月中旬～５月上旬までの間に１回あったことが推測され、

水深層別付着状況は加賀地先と同様6､7t層でやや付着が少なかったが２～５・層では付着にあまり

差が認められなかった。

表２　ナマコ天然採苗試験結果（平成３年度加賀）

採苗器投入月日 垂下水深(・) 個体数 平均体長(ｕ) 体長範囲(ｕ) 標準偏差

３月９日

２

３

４

５

６

14

25

11

19

5

6.8

7.0

7.6

14.1

　6.4

3.8～10.3

3.3～13.2

3.0～11.4

2.2～35.6

4.6～8.9

2,00

2.40

2.39

8.84

1.90

合　　計 74 8.8 2.2～35.6 5.27

４月８日

２

３

４

５

６

３

４

１

１

－

　6.9

　4.5

18.2

　3.1

　－

2.1～13.8

3.1～6.3

　　18.2

　　　3.2

　　　－

6.13

1.53

0.00

0.00

　－

合　　計 ９ 6.6 2.1～18.2 5.56

５月12日

２

３

４

５

６

-

-

-

一

一

-

一

-

-

-

-

-

-

-

-

一

一

-

-

-

合　　計 - - - -

６月９日

２

３

４

５

６

一

一

一

一

-

-

一

一

一

一

-

一

一

一

一

-

-

一

-

一

合　　計 - - - -

総　　　　　　　計 83 8.6 2.1～35.6 5.71
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図４　投入月別稚ナマコ付着状況（加賀）
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表３ ナマコ天然採苗試験結果（平成３年度片句）

採苗器投入月日 垂下水深（・） 個体数 平均体長(ｕ) 体長範囲(ｕ) 標準偏差

３月９日

２

３

４

５

６

２

１４

　８

　５

－

6.8

7,3
8.1

5.9

－

6.3～7.3

4.3～26.1

2.1～15.2

3.2～11.5

　　　－

0,71

5.96

4.37

3.24

　－

合　　計 29 8.2 2.1～22.6 4.94

４月８日

２

３

４

５

６

7

6

10

15

－

9.3

6.4

5.1

7.7

　－

4.3～14.2

3.2～10.3

2.1～6.6

2.1～22.6

　　　－

3.24

2.93

1.37

5.41

　－

合　　計 38 7.1 2.1～22.6 4.08

５月12日

２

３

４
５

６

４

４

１

５

５

12.2

　6.8

　5.2

10.7

6.0

7.2～24.6

4.8～12.4

　　　5.2

6.8～14.5

3.8～8.3

8.31

3.74
0.00

3.09

2.04

合　　計 19 8.7 3.8～24.6 4.91

６月９日

２

３

４

５

６

-

一

一

一

一

-

一

一

一

一

一

-

-

-

-

-

-

-

-

-

合　　計 - - - -

総 計 86 87.8 2.1～26.1 4.56
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図６　投入月別稚ナマコ付着状況（片句）
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３)陸上水槽での自然産卵生態調査

　アカナマコの自然産卵調査期間中の飼育水温変化を図８に示した。飼育水温変化は５月上旬まで

は0.025度／日と少なく，５月上旬から６月中旬にかけては0.125度／日とかなり急激な温度上昇が

あ｡た。

　４月下旬から６月中旬までの期間中産卵があったのは，水温が16.5‘Cであった５月15日と，水温

が17.0°Cであった５月29日と。水温が19.4'Cであ，た６月７日で，いずれも夜間に｡産卵があっだ。

産卵のあった日とその前日との水温変化をみると，いずれの場合も0.7～0.9°Cと急激な温度変化が

みられた。なお，飼育水は１次砂濾過海水を使用しており自然海水よりやや高めの温度となってい

た。

　このことにより，急激な水温変動による刺激がアカナマコの産卵生態に大きく関与し。また夜間

に産卵することを示している。
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図８　飼育水温変化
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４）アカナマコの発生生態調査

　調査に供した卵は，当場の陸上水槽で５月29日に自然産卵して得たアカナマコの卵を用いた。産

卵時の水温は19.5℃であった。受精直後（写真１）に第１減数分裂前期段階の卵核胞（ＧＶ）を持

つ卵が10％程度ふくまれていたが，他は卵核胞崩壊（ＧＶＢＤ）直後の第１減数分裂中期のステー

シl、こあった。受納後30分で第１減数分裂を行い第１極体を形成し，60分後には第２減数分裂を行い

第２極体を形成した。この頃になると受精直後にＧＶを持っていた第１減数分裂前期段階の卵もす

べてＧＶＢＤを行い第２減数分裂へと進行しており，観察中の卵で未受精卵は認められなかった。

１時間30分後（写真２）に第１卵割を始め，２時間30分後（写真３）に第２卵割を始め，３時間後

（写真４）には第３卵割を始め，一部は第４卵割を始めていた。受精後15時間（写真５）には胞胚

期（190～200μ）で反時計101りにゆっくりと回転運動をしながら前進し，受精後38時間（写真６）

には原腸が陥入し水体腔が形成されつつある後期嚢胚期（380～400μ）となって，ゆっくり回転運

動をしながら前進遊泳していた。３日日で（写真７）初期オーリクラリア期（500～540μ）となり

水体腔が背管に分化し，繊毛帯が形成され回転前進遊泳していた。４日日で（写真８）オーリクラ

リア幼生（600～650μ）となり原腸は食道，胃，腸に分化し，繊毛帯が連続したループ状に形成さ

れ回転前進遊泳していた。５日日で（写真９）オーリクラリア幼生（690～750μ）の回転運動が無

くなり，前進遊泳していた。10日目で（写真10）オーリクラリア幼生は1000～1100μと幼生期間中

で最大となり，前進遊泳していた。12日日で（写真11）オーリクラリア幼生は（1000～1100μ）繊

毛環突起の先端部に５対の球状体が形成され，前進遊泳していた。13日日で（写真12）初期ドラオ

リア幼生（450～470μ）に変態し，体は萎縮して，前進遊泳していた。変態のl,II･い個体は（写真13）

中期ドラオリア幼生となり400～420μとさらに萎縮して，遊泳していた。14日日で後期ドラオリア

幼生（350～370μ）となり水槽底面付近を浮遊していた（写真14）。また，変態の甲･い個体は（写

真15）繊毛環が消失し，触手を有するペソタクチャラ幼生（350～380μ）となり，底債生活に入っ

ていた。21日日に（写真16）稚ナマコ（380～430μ）が確認された。

写真１　受　情　直　後
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写真２ 第１卵割 １時30分後
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写真11　オーリクラリア幼生球状体12日間

写真13　ドラオリア幼生400～420μ
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写真15　ペソタクチャラ幼生350～380μ

文
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写真12　初期ドラオリア幼生450～470μ13日間

・

　　　　　　　　　　　･-･JIJ■･㎜･-㎜･･写真14　ドラオリフ幼生350～370μ　14日間

●，

　　　　　　　　　　　　!･･　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　・

写真16　稚ナマコ380～430μ　21日問
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